
第 1章昭和57 年度京都大学構内遺跡調査の概要
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1 調査の大要
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京都大学埋蔵文化財研究センターは，吉田キャンパスおよび附属施設の敷地内における

建物新営やその他掘削工事にあたり，予定地の埋蔵文化財の調査を，既知の遺跡との関係

や過去の調査結果より，試掘，発掘，立合にわけで実施している。

昭和57 年度には，以下のように，試掘調査 I件，発掘調査 6件，立合調査 9件，資料整

理 l件を実施した。

試掘調査農学部附属植物生殖質研究施設排水管埋設予定地（京都府向日市） （第 l章）

発掘調査教養部構内吉田食堂建設予定地（教養部構内A P22 区） （第 2章，図版 1 111) 

医療技術短期大学部校舎新J白予定地（病院西構内A F 15 区） （第 3章，図版 1 122) 

北部構内実験排水基幹整備予定地（北部構内BF33 区） （第4章，図版 1 123) 

理学部附属瀬戸臨海実験所研究棟新営予定地（その 2 ）（和歌山県白浜町） （第5章）

工学部機械系学科校舎新営予定地（本音fl 枯内A T29f2<:) 

農学部熱帯農学科校舎新営予定地（北部構内 B E33 区）

立合調査工学部電気系学科校舎排水管埋設工事（本部構内A X28 区）

北部構内高圧電気管理設工事（北部構内 B D29 区）

（整理中，図版 1 124) 

（発掘中，図版 Iー125)

（第 1草，図版 1 126) 

（図版 1 127) 

医用高分子研究センタ一新営予定地（病院商構内A Gl2 区） （図版 1 128) 

原子エネルギー研究所ァ。ラズマエネルギ一実験棟新営予定地（京都府宇治市） （表 6)

構内基幹整備ガス管理設工事（本部構内A T28 区） （図版 1 -129) 

構内実験排水管埋設工事（北部構内・病院西構内） （図版 1 -130) 

構内基幹整備排水管理設工事（西部構内） （図版卜131)

理学部附属瀬戸臨海実験所電気管埋設工事 （表 6)

教養部構内吉田グランド・フェンス設置工事（教養部精内AQ21 区） （図版 I -132) 

資料整理理学部附属瀬戸臨海実験所研究棟新営予定地（その l ）（和歌山県白浜町） （第 5 章）

2 調査の成果

前節で記載した調査のうち，昭和57 年度に整理を終えた15 件について，その成果を時代

別に整理して略述する O なお，個々の調査の詳細については第2章以下で記述する O

縄文時代 中期末の竪穴住居跡 2棟と土坑を北部構内 B F33 区で検出した（第 4 章）ほ

か，滋賀里町式～長原式の土坑群を和歌山県白浜町瀬戸遺跡において検出した（第5章）。

遺物としては， B F33 区からは前期～中期の土器，教養部構内A P22 区からは前期～晩期

の土器（第2 章），瀬戸遺跡からは中期～晩期の土器，京都府向日市中海道遺跡からは中期

と後期の土器細片が出土している（本章第3 節）。
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弥生時代 前期の水路 5本と，中期第N 様式の溝 l本を教養部構内 AP22 区で検出し

た（第2 章）ほか，前期第 I様式中段階の壷と凸帯文土器深鉢をともなう配石墓と土器j留を

和歌山県瀬戸遺跡で検出した（第5章）。同遺跡では中期と後期の土器も出土している。

古墳時代 5世紀末～ 6世紀初頭の方墳 5基と土墳墓 l基を教養部構内A P22 区で枚

出した（第2 章）ほか， 4世紀初頭の製塩土器と壷・護類を含む土器溜3基を和歌山県瀬戸

遺跡で検出した（第 5章）。同遺跡では以後6世紀までの遺物が出土している。

奈良時代 8世紀中葉の 2 間× 2 間総柱建物を教養部構内A P22 区で検出した（第 2

章）ほか，和歌山県瀬戸遺跡では石敷製塩炉 l基と土器溜 l基を検出した（第 5章）。

平安時代 9世紀末～10 世紀初頭の究鐘鋳造遺構を教養部構内A P22 区において検出

した（第2章）ほか，病院西構内A F 15 区では11 世紀後半の埋斐・列石遺構と， 12 世紀の井

戸 3基を検出した（第 3章）。また，京都府中海道遺跡でも遺物が出土した（本章第 3節）。

鎌倉～室町時代 配石墓や翠棺慕などからなる墓地と，四脚門や建物等の邸宅跡を教

養部構内A P22 区で検出し（第2章），病院西構内A F 15 区では，井戸15 基と溝を検出した

（第4章）。本部構内AX28 区立合調査では昭和56 年度調査の S K51 〔五十Jl¥83J と同時期の

土器溜を確認した（図版卜126 ）。京都府中海道遺跡でも土器i留を検出した（本章第 3節）。

江戸時代 教養部構内A P22 区で南北道路とその両脇の野壷等を検出した（第 2章）。

同構内AQ21 区立合調査でも道路の北への続きを確認している（図版 1-132 ）。

3 京都府向日市中海道遺跡の調査
なかかいどう もずあ

中海道遺跡は向日市物集女町中海道，

御所海道，中条に所在する旧石器時代～

室町時代の複合遺跡である O 標高38m 前

後の向日丘陵中腹から丘陵下の沖積地に

まで遺跡は及んでおり，弥生後期の方形

周溝墓〔高橋ほか79 〕や，中世の城館跡（物

集女域）などが著名である〔向日市83 〕。

京都大学農学部附属生殖質研究施設は，

この中海道遺跡のほぼ中央，物集女町中

条 lに所在し，東へ延びる向日丘陵の東

端近くに位置している。南には，道を隔

てて，物集女城の主郭比定地がある。 図1 中海道遺跡試披調査の位置縮尺 1 /1000 
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図2 TP I土器溜出土造物（ I～9 土師器）， T P3 陪褐色土出土遺物（IO ～14 土師器， 15 ・16 瓦器），

TP5 出土遺物（ 17 ・18 灰粕陶器， 19 須恵器， 20 土師器）， T P2 黒褐色土出土造物（21 ～28 縄文土器）

今回は排水管埋設に伴う調査で，会所予定地の 5 ケ所にT p l～T P5 の試掘坑を設け

た（図 1）。 T p lでは，厚さ30cm の表土下に赤褐色土があり，この層の下面で土器溜を検

出した。遺物はすべて淡赤褐色を呈する土師器の椀皿類である（図 2 1～ 9）。椀は口径

1 I～14cm で， 2, 3 種類の規格にわかれるが，底部はすべて平底化している。血は口径 7 ～

8cm で、全体的に偏平で、ある。京都市内の15 世紀前半の土器と類似する。赤褐色土は調査区

全域で検出でき，整地層の可能性が強L、。 T P3 では赤褐色土下に暗褐色土が堆積してお

り，この居中から白色を呈する土師器椀（図 2 10 ），褐色を呈する口縁部外反肥厚型の土師

器皿£4 類(1 l・12 ），やや深めの土師器小型皿(13 ・14 ），盟 3 期の瓦器椀(15 ）〔橋本 80 〕，

口縁部肥厚型の瓦器鍋 (16 ）が出土した。これらの遺物は， 14 世紀後葉のものと思われる。

TP5 では，赤褐色土下に灰褐色土があり， 9 世紀～10 世紀の遺物が出土した（図 2-17 ～

20 ）。一方， T P2 では赤褐色土下の凹地に黒褐色土が堆積しており， この層から縄文土

器が出土した（図 2-21 ～28 ）。 21 は船元皿式， 22 ～28 は北白川上層式である。 24 ～28 は斜

行沈線文の深鉢胴部で，北白川上層式の中では古相のものである。
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4 遺跡の保存と活用

京都大学の敷地内には多くの遺跡が埋もれており，吉田キャンパスの大部分や，附属研

究施設の敷地のいくつかは，周知の遺跡として登録されている。当センターは，こうした

敷地内の埋蔵文化財の調査研究および保存をその業務とするが，大学とし、う教育研究機関

の中にある以上，大学独白の視点にのっとった調査研究および保存が要請される。しか

し，現実に当センターの実施している調査は，建物新営にともなう事前調査がほとんどで

あり，木来の姿とは程遠いのが現状である。ただし，事前調査で発見された遺構の保存に

ついては，埋蔵文化財に対する一般の認識が深まるにつれて，除々になされるようになっ

てきた。本節では，現在までに保存をなしえた遺跡についてまとめ，当センターの業務の

ひとつである埋蔵文化財の保存と活用の，将来にむけての模索としたい。

本学敷地内における遺跡の保存は，大阪府高概市奈佐原に所在する理学部附属阿武山地

震観測所で，昭和9年に発見された阿武山古墳が最初の例となる〔梅原36 〕。昭和57 年に高

槻市教育委員会と茨木市教育委員会が範囲確認調査をおこない，昭和58 年には国の史跡に

指定されている O

京都大学が自らの組織をもって敷地内の遺跡調査をおこなうようになったのは昭和47 年

である。この年，高槻市八丁畷町所在の農学部附属高槻農場で，京都大学安部i遺跡調査団

が建物新営に先立ち発掘調査を実施したところ，条里iuの条の境界上に奈良時代の畦畔を

検出した〔小野山・都出73 ］。条皇制遺構の重要性に鑑み，計画l建物の位置を変更して，保

存策を講じた。これは，本学が主体となった遺跡保存の始まりである。

昭和48 年に実施した北部構内 B D35 区の発掘調査（図版 l 11 ）では，縄文後期前菜の主主

棺墓 6 基と配石遺構 8 基を検出した〔中根4 bJo 西日本において縄文時代の墓地を明確に

しえた唯一の例で、あったが，建物計画の変更が不可能であったため，保存技術開発の意味

もこめて隣接する植物園内の一郭に移築することになった。まず，配石遺構を型取りし，

次に設置場所に穴を掘って砂を入れ，この砂の上に主lや実測図や写真をもとに配石や複製

品の深鉢を設置し，最後に砂の中に樹脂を圧力注入してこれらを固定するという新しい方

法を試みた〔吉野77 pp. 75-76 〕。現在，移築した遺備は植物問の穆蒼とした木々の下にあ

り，その景観は縄文時代当時を訪沸とさせるものがある。

昭和53 年に実施した北部構内 B E29 区の発掘調交（図版 1-54 ）では，平安後期の方形に

めぐる 2 重の溝を検出した〔岡凶・下野79 〕。現存する火葬塚や『古事略儀』にみえる貴所

（火葬所）跡に造られた塚と類似する遺構ーとして我が国で初めての発見であり，建築計画を
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図3 火葬塚周辺の保存修景計画、

" ::, 

大幅に変更し，遺構を埋め戻して保存した。建物の完成にともない，昭和 55 年に庭園に

取り込んだ形として，地上に火葬塚を復原した。復原した火葬啄の表面には崩落を防ぐた

め芝を張り，周溝には水抜きの設備を設け，塚の頂部には文献により松を植えた。大規模

な建造物の並ぶ北部構内の中で，火葬塚のある一郭は，緑あふれる憩いの場として利用さ

れるとともに，ここ神楽岡周辺一帯が，古代・ 1-j:t 世には烏辺野，蓮台野とならぶ葬送の地

であったとしづ歴史的認識を得る場となっている。ただし，火葬塚周辺の整備は遅れてお

り，周辺の歩道や遺跡の説明板，ベンチ，夜間照明などの設置を含めた保存修景計画の実

施が望まれる（図 3 ）。なお，火葬塚は昭和58 年に京都市の登録文化財として登録された。

昭和54 年に実施した本部構内A T27 区の発掘調査（図版 I-75 ）では，奈良後期の竪穴住

居跡を検出したため，計画建物の位置をずらし，遺構は埋め戻して保存した〔五十川8IaJ 。

この保存地域周辺の整備は大幅に遅れており，建物過密状態にある本部構内の中におい

て，いかに活用していくかは今後の課題となっている。

昭和56 年から57 年にかけて実施した教養部構内A P22 区の発掘調売では，平安中期の党

鐘鋳造遺構を検出した（第2 主主〉。鋳造遺構は東西にならぶ3 基の土坑からなり，そのうち



6 昭和57年度京都大学構内遺跡調査の概要

I基には党鐘鋳造に用いた定盤が遺存していた。定盤の構造調査と熱残留磁気測定のため

定盤の 1/4を切り取ったが，残りは新たな調査法の確立を期して砂で埋め戻し保存した。

昭和58 年に計画建物が完成した際に，鋳造坑と定盤の模型を遺構の直上に作成し，庭園の

一部として整備をおこなった。模型の横にはステンレス製の遺跡説明板を設置し，新営建

物内には写真を展示して，古代における鋳造技術の一端を窺えるよう修景をおこなった。

昭和57 年に実施した北部構内 B F33 区の発掘調査では，縄文中期の竪穴住居跡 2棟を検

出した（第4章）。この調査地は，過去の調査資料からみて重要遺構が発見される可能性の

強い地域と考えられていたため，計画された管路も事前に検討を重ねたが他に適地がな

く，やむを得ずこの地に埋設することになった。この竪穴住居跡は，この地から西北西に

約100m 離れた B G31 区で発見された低湿地遺跡〔泉・宇野80J とともに，北白川扇状地の

扇端部における縄文人の生活を復原する有力な手がかりとなる。このため，住居跡は砂で

埋め戻して保存し，埋設管は住居跡部分を迂回して埋設することにした。今後，住居跡復

原などの実施が望まれるだけでなく，この遺跡一帯の埋蔵文化財保存地区化などを含め

た，全キャンパス的な視点での保存整備計画が求められている O

昭和57 年に和歌山県西牟婁郡白浜町の理学部附属瀬戸臨海実験所において実施した発掘

調査では，奈良時代の石敷製塩炉を検出した（第5章）。この製塩炉は樹脂で固めたのち，

水族館の東に移築し，須恵賠葱や製塩土器の複製を据え，説明板を設けて修景をおこなっ

た。報告書作成後には出土遺物を実験所に移管し，この地で陳列する予定である O 実験所

には大学としては数少ない常時一般公開の施設があり，かっ，南紀における製塩遺跡の典

型的な立地条件を備えており，南紀における歴史的景観を示しうる地域のひとつといえよ

う。さらに，実験所の西には南方熊楠記念館があって，保養地白浜における文化的核を形

成する地域として位置付けることも可能であろう。

以上，京都大学構内で実施してきた遺跡の保存と活用について述べてきたが，京都大学

構内にはこうした埋蔵文化財のほかに歴史的建造物もある。京都大学構内の歴史的環境を

追体験する上で，こうした遺跡や建造物をより理解しやすいものとし，また，過密状態と

なり殺伐としてきた構内でこうした空間を活用していくことは今後の課題であろう。埋蔵

文化財と歴史的建造物と新営建物の調和のとれた共存さど指向し，全学的視点にのっとった

キャンパス計岡の策定が望まれる O

なお，上記の遺構の保存に以力いただいた施設部および当該部局の方々，および，保存

工事に助言を賜った芹田彰氏に文末をかりて謝意を表します。


